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2  Ma-2

被　　 服

おからを主鎖中に組み込んだポリウレタンの分子運動

○飯島美夏･ 中村邦雄（大妻女大）

目的　これまでにおから含有ポリウレタン(ＰＵ)を調製し、機械的および熱的性質などを

検討し、ＰＵの物性値は広い範囲で変化させることが可能であることを示してきた。さらに

おから含有ＰＵは微生物に分解され、生分解性を有することも明らかにしてきた。本研究で
は、おから含有ＰＵで得た成果をふまえて、各種の食品製造残腹を組み込んだＰＵを調製し、

おからの主鎖の分子運動をお から含有量に対して系統的に整理するとともに、おからとの

比較もあわせて構成成分の影響を検討する。
方法　ＰＵは既報の方法により、ポリ オールの一 部におから、おからの構成成分および

各種食品製造残腹を混合して、ジフェニールメタンジイソシアネート(ＭＤＩ)と反応させて

調製した。得･られたPU の示差走査熱量分析(ＤＳＣ)および動的粘弾性測定(ＤＭＡ)を行ない、

PU 主鎖の分子運動を検討した。
結果　おからの構成成分を組み込んだＰＵのDSC 測定により観測されたガラス転移温度

(T,)およびＤＭＡ測定により観測された主分散(a 分散)のピーク温度は、セルロースや脂肪を

組み込んだＰＵが高くなり、たんぱく質を組み込んだPU が低くなった。食品製造残澄含有Ｐ
ＵのT,およびα分散のピーク温度は、食品製造残腹中の糖含有率の増加とともに高温側へ移

動した。 PU中でピラノース環がハードセグメントとして作用し、分子運動を抑制するため

と考えられる。以上の結果から、組み込む成分の化学構造がＰＵの物性に影響を及ぼすこと

が明らかとなった。

2  Ma-3 カルボキシメチルセルロースーポリリシンイオンコンプレックスの熱的性

質に及ぼす水の影響　　　　　 ○皆川寧子 山崎恵美子　中村邦雄（大妻女大）

目的　これまでにポリアニオンとして天然高分子電解質のカルポキシメチルセルロース

(ＣＭＣ)やアルギン酸を用い、ポリカチオンとして金属イオン、ポリリシン(PLys)、キトサ

ンなどを用いてイオン結合による架橋形成により分子複合体を調製し、その物性を測定

してきた。本研究ではCMC とPLys の分子複合体(ＣＭＣ-PLys)を 調製して主として熱的性

質に及ぼす水の影響について明らかにする。
m 験CMC-PLys はＣＭＣの置換度pS) を変えて混合し、酢酸を用いて架橋形 成を行い調

製した。試料フィルムは、ＤＳＣによるガラス転移温度m 、不凍水量(VM) 、ＤＭＡによ る

粘弾性は性質を測定した。
M 巣FT-

犬IRスペク
トル測定の結果から1733cm"^にCMC および礼ys 単独ではみられない新

らだな吸収バンドが観測され、CMC とPLys が分子複合体を形成していることが分かった。

CMC-PLys- 水系の題は、低い吸着水分率の範囲で乾燥状態のT& から急激に低下し、そ の
後極小値をとり、約Wc3 までほぼ一定値になった。極小点の吸着水分量はDS の増加とと

もに減少し た。VM はDS の増加とともに減少した。また調湿ＤＭＡ測定からCMC の貯蔵

弾性 率(E-)は 、湿度 の増 加とともに 減少すること が分かっ た。これら の ことから

CMC-PLys はDS が高いほどかさ高な架橋構造を形成するが、ヒドロキシル基が減少し、

疎水性が増加し、水分子の影響が少なくなると考えられる。
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